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特
集水

道
水
が
で
き
る
ま
で

今から給食なん

だ
♪



安
全
で
安
心
し
て
飲
む
こ
と
の
で
き
る
水
を

安
定
供
給
す
る
た
め
に

　
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
す
ぐ
に
流
れ
出
て
く
る
水
道
水
。

飲
み
水
や
料
理
、
洗
濯
、
お
風
呂
な

ど
、
水
道
水
を
使
わ
な
い
日
は
な
く
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
水
道
水
は
、
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
け
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
私

た
ち
の
身
近
に
あ
る
た
め
、
そ
の
大
切
さ
を
つ
い

つ
い
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
身
近
な
の
に
意
外
と
知
ら
な

い
水
道
水
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
ど
の

よ
う
に
届
け
ら
れ
て
い
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

紀宝町の上水道の流れ

１

２

３

６

９

10

５

４

① 取水口
水源である熊野川の表流水を取り
込む取水口。一日最大取水量は
7,720㎥。取水した原水は、約 443
ｍのトンネルを通って取水場へ。

② 取水場
ポンプでくみ上げた
原水を、約 1,624 ｍ
のトンネルを通って
導水場へ運ぶ。

③ 導水場
送られてきた原水
をポンプでくみ上
げ、導水管を通っ
て浄水場へ運ぶ。

④ 着水井
せ い

（浄水場）

ポンプでくみ上げられた原水
を一時的にためておく。

⑤ 凝集池（浄水場）

着水井を経由した原水に
凝集剤や苛

か せ い

性ソーダなど
の薬品を入れ、薬品が均
一になるようにミキサー
でかき混ぜ、フロキュレータを利用して原水の中
に含まれている土や砂などの濁質を固めていく。

水のトンネル
約 443 ｍ

水のトンネル
約 1,624 ｍ

◆
水
源
は
熊
野
川

　

紀
宝
町
の
水
道
水
は
、
熊
野
川
の
表
流
水
を
水

源
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
水
口
か
ら
取
水
ト
ン
ネ
ル
（
約
４
４
３
ｍ
）

を
通
り
、
取
水
場
ま
で
運
ば
れ
、
ポ
ン
プ
で
く
み

上
げ
、
導
水
ト
ン
ネ
ル
（
約
１
，
６
２
４
ｍ
）
を

通
り
、
導
水
場
に
運
ば
れ
、
再
び
ポ
ン
プ
で
く
み

上
げ
、
鮒
田
地
区
に
あ
る
御
船
浄
水
場
に
原
水
が

運
ば
れ
て
い
ま
す
。
御
船
浄
水
場
で
浄
水
処
理
を

経
て
き
れ
い
に
な
っ
た
水
は
、
御
船
配
水
池
や
井

田
上
野
配
水
池
な
ど
の
配
水
池
を
経
由
し
て
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
で
安
定
さ
れ
た
水
を

　

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
。
水
を
つ
く

り
、
送
り
届
け
る
た
め
の
水
道
施
設
は
、
24
時
間

稼
働
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
水
源
で
あ
る
取

水
口
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
町
内
に
あ
る
ポ
ン

プ
加
圧
施
設
や
配
水
池
な
ど
の
施
設
の
点
検
や
整

備
を
行
い
、
み
な
さ
ん
が
い
つ
で
も
快
適
に
水
道

水
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
50
項
目
の
水

質
基
準
項
目
検
査
を
２
か
所
で
定
期
的
に
検
査
し

て
い
る
ほ
か
、
毎
日
御
船
浄
水
場
を
含
め
た
３
か

所
の
蛇
口
で
色
・
濁
り
・
味
・
臭
気
・
残
留
塩
素

を
測
定
し
、
安
全
・
安
心
で
、
安
定
さ
れ
た
水
道

水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

水道技術管理者

前
ま え

　浩
こ う い ち

一 参事

環境衛生課 

　本の水道施設は、昭和 50 年前後
をピークとして普及され始めた

ことから、全国的に老朽化という問題を
抱えています。紀宝町も同じで、老朽化
した水道施設や配水管の更新を計画的
に進め、これからも安全で安心な水をお
届けできるよう努めてまいります。

水
道
水
が
で
き
る
ま
で

御船浄水場

⑨ 浄水池（浄水場）

急速ろ過池と膜ろ過施設で処理された
水が合流して、貯水する施設。送水ポ
ンプで配水池へ水道水を送る。

⑩ 御船配水池
浄水池から送られてきた水道水を貯水する施設。総容
量は 3,930㎥。ここから大里や鵜殿、神内などの各家
庭に水道水が直接送られるほか、井田上野配水池や阪
松原配水池、七瀧配水池を経由して、町内のほぼ全域
に配水している。

⑥ 凝集沈
ち ん で ん

澱池
ち

（浄水場）

固まったフロック※を傾斜板に付着
させ、浮遊物をここで沈澱させる。
※フロック：凝集作用によって生成した大きな
粒子で、浮遊物の集合体

原水は浄水場へ

８
⑧ 膜ろ過施設（浄水場）

ポリエチレン製の膜でろ
過し、塩素を加え殺菌する。

７
⑦ 急速ろ過池（浄水場）

砂や砂利などのろ材に浮
遊物を付着させ、ろ過し、
塩素を加え殺菌する。

井田上野配水池
容量 1,000㎥

阪松原配水池
容量 126㎥

七瀧配水池
容量 60㎥

鮒田・高岡
大里・井内
平尾井
北檜杖
成川・神内
鵜殿

給水区域

井田
鵜殿
神内

給水区域
阪松原

給水区域
成川

（七瀧）

給水区域

凝
集
剤
注
入
設
備

送水ポンプ 中央制御監視室

●❺

●❻

●❹

●❺

水道水は各家庭へ

特集：水道水ができるまで
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宝
町
の
水
道
事
業
は
、
町
村

合
併
以
前
は
紀
宝
町
鵜
殿
村

水
道
企
業
団
が
水
道
事
業
を

運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
１
月

10
日
に
新
「
紀
宝
町
」
が
誕
生
し
た
の
を

機
に
、企
業
団
が
解
散
さ
れ
、新「
紀
宝
町
」

に
水
道
事
業
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
水
道
事
業
は

公
営
企
業
法
に
基
づ
き
経
営
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
公
営
企
業
の
経
費
は
、
利

用
者
の
負
担
す
る
「
料
金
」
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
会
計
は
、
独
立
採
算
性
を
と
る
こ
と
が

原
則
で
、
町
の
一
般
会
計
と
は
区
別
し
た

「
企
業
会
計
」
に
よ
る
経
営
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
町
内
給
水
人
口
は
１
１
，

１
８
１
人
で
、
町
内
人
口
が
１
１
，
８
３

０
人
と
９
割
以
上
の
み
な
さ
ん
が
水
道
水

を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
年
間

２
０
５
万
７
，
６
０
７
ｔ
の
水
道
水
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
一
日
平
均
５
，
６
３
７

ｔ
、　

１
人
あ
た
り
毎
日
５
０
４
ℓ
の
水
道

水
を
使
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
24
時
間
水
道
水

を
送
り
届
け
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
簡
単

に
水
道
水
が
出
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
施
設
や
設
備
に
多
大

な
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
ま
か
な
い
、
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
支
払
わ
れ
る

水
道
料
金
と
な
り
ま
す
。

◆
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る

　

町
の
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
平
成

23
年
度
決
算
で
は
、
収
入
が
約
２
億
５
，

４
９
３
万
円
に
対
し
て
、
支
出
が
約
３
億

１
，
５
１
１
万
円
と
、
差
引
約
６
千
万
円

の
純
損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
12
号

災
害
に
よ
る
臨
時
的
な
収
入
支
出
を
伴
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
留
保
資
金
を
取
り

崩
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
収
入
に
お
い
て
は
、
給
水
人
口

の
減
少
や
節
水
器
具
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

料
金
収
入
の
増
加
が
見
込
め
ず
、
苦
し
い
経

営
状
態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
支
出
に
お
い
て
、
使
い
み
ち

の
減
額
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
課
を
統
合

し
、
事
務
や
人
件
費
の
効
率
化
を
図
り
、

合
併
前
の
平
成
17
年
度
決
算
で
人
件
費
が

６
，
３
４
８
万
円
か
か
っ
て
い
た
の
に
対

し
、
平
成
23
年
度
は
３
，
５
５
５
万
円
と
、

約
２
，
７
０
０
万
円
の
削
減
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
維
持
管

理
や
警
備
体
制
な
ど
に
無
駄
が
な
い
か
見

直
し
を
行
い
、
少
し
で
も
減
額
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
50
年
前
後
に
整
備
さ
れ

た
水
道
施
設
や
配
水
管
が
多
数
存
在
し
、
そ

の
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
を
計
画
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
近
い
将
来
に
発
生
が
危き

ぐ惧
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
た
耐
震
管

へ
の
布
設
替
え
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え
、
歳
出
を
通
常
の

維
持
管
理
費
ベ
ー
ス
で
試
算
す
る
と
、
平
成

28
年
度
ご
ろ
に
は
留
保
資
金
が
不
足
し
、
予

算
編
成
の
見
通
し
が
た
て
ら
れ
な
く
な
り
、

運
営
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、

町
の
水
道
事
業
は
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
経
営

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
管
の
布
設
な
ど

水
道
会
計
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

厳
し
い
水
道
会
計
の
現
状

◆
配
水
池

　
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事

　

緊
急
遮
断
弁
と
は
、
災
害
時
の
飲

料
水
や
生
活
用
水
の
確
保
を
目
的
に
、

地
震
の
揺
れ
や
、
配
水
管
の
破
損
に

よ
る
過
大
流
量
を
感
知
し
て
、
水
道

水
の
流
出
を
未
然
に
防
ぎ
、
配
水
池

内
に
水
道
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
る
設
備
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
御
船
配
水
池
と
井
田
上
野

配
水
池
に
１
基
ず
つ
設
置
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
額
は
、
総

額
約
６
，
７
０
０
万
円
で
す
。

平
成
23
年
９
月
に
発
生
し
た

台
風
12
号
災
害
で
、
取
水

施
設
が
被
災
し
、
全
給
水
区
域
が

断
水
と
な
り
、
住
民
生
活
に
甚
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
ま
た
、

将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南

海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
備
え
て
、
災

害
時
の
飲
料
水
確
保
を
目
的
と
し

た
事
業
を
、
今
年
度
、

次
の
と
お
り
計
画

し
て
い
ま
す
。

◆
飲
料
水
兼
用

　
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事

　

町
内
の
６
か
所
（
井
田
・
神
内
・

成
川
・
大
里
・
鵜
殿
地
区
）
の
避
難

所
に
、
40
ｔ
の
飲
料
水
兼
用
耐
震
性

貯
水
槽
６
基
の
設
置
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
耐
震
性
貯
水
槽
は
、
災
害
発

生
時
に
、
災
害
に
よ
る
混
乱
が
比
較

的
安
定
す
る
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
最
低
３
日
間
程
度
生
き
延
び
る

た
め
に
、
水
が
１
人
１
日
３
ℓ
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な

水
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
防

火
水
槽
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
た
設

備
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。予
算
額
は
、

総
額
約
１
億
９
０
０
万
円
で
す
。

収益的収支
（事業の管理・運営に関する収支）

　地方公営企業の経常的企業活動に伴って、年度
内に発生するすべての収入と支出を表し、ご家庭
まで水道水をお届けするために必要な予算です。
減価償却費や特別損失（災害で水道施設が被災し
た場合）のような現金支出を伴わない支出につい
ても費用に含まれます。

資本的収支
（施設の建設・改良に関する収支）

　建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以
降に及ぶものや、借入金の元金償還などの費用とそ
の財源となる収入を表し、将来にわたって安定した
水道水を送り続けるために必要な予算です。資本的
支出が収入を上回る部分は、収益的支出のうち現金
支出を伴わない減価償却費などで補てんします。

財源と使いみち  （平成 23 年度決算）

井田上野配水池
容量は 1,000㎥。井田・鵜殿・
神内に給水している。

御船配水池
容量は 3,930㎥。鮒田・高岡・
大里・井内・平尾井・北檜杖・
成川・神内・鵜殿に給水している。

特集：水道水ができるまで

※図には、現金支出を伴わない減価償却費等１億 2,237 万円と台風 12 号災害による特別損失 1,812 万円を除いています。

借入金返済
9,487

町からの出資金等
2,331

国の補助金
463

他会計補助金
5,204

水道料金等
１億 9,732

留保資金
323

建設改良費
1,109

営業費用等
１億 7,457

単
位
：
万
円

水道料金等
水道料金収入は前年度より 8.7％
減りました（災害により、基本
料金を免除したため大きく減少）

国の補助金
水道施設の災害復旧費にかかる
補助金

町からの出資金等
建設改良費等の目的で一般会計
から出資されるもの

留保資金
現在までの企業活動で得た現金
預金

他会計補助金
一般会計からの補助金で、借入
金の支払利息や災害に係る応急
給水費用や仮復旧費用に充当

営業費用等
水をきれいにしてみなさんにお
届けする費用

借入金返済
水道施設建設などの借入金返済

建設改良費
水道施設の更新や配水管新設、
老朽管の布設替工事費用

２億 8,053 万円
財 源 使いみち
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町
立
保
育
所
入
所
児
童 

募
集

In
fo
rm
a
tio
n

　
役
場
福
祉
課

　

平
成
26
年
度
の
町
内
保
育
所
の
児
童
を
、
下
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
は
、
入

所
申
込
書
を
添
え
て
、
申
し
込
み
期
間
内
に
、
希
望
す
る
保
育
所
、

ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、

各
保
育
所
と
役
場
福
祉
課
で
用
意
し
て
い
ま
す
）

◆
申
し
込
み
期
間

　

10
月
１
日
㈫
～
10
月
15
日
㈫

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。（
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
手
続
き

　

各
保
育
所
、
役
場
福
祉
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
希
望
す
る

保
育
所
、
ま
た
は
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
広
域
入
所

（
御
浜
町
・
新
宮
市
等
）
も
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
新
規

お
よ
び
継
続
利
用
の
方
は
、
役

場
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
入
所
定
員

　

相
野
谷
保
育
所
45
人
、
飯
盛
保

育
所
60
人
、
井
田
保
育
所
90
人
、

成
川
保
育
所
90
人
、
鵜
殿
保
育
所

１
２
６
人

◆
入
所
基
準

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
労
働
に

従
事
、
あ
る
い
は
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施

設
で
す
。
次
の
事
情
に
限
り
ま
す
。

❶
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て

い
る

❷
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る

❸
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出

産
し
て
間
が
な
い
と
き

※
母
子
健
康
手
帳
の
写
し
が
必
要

❹
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は
負

傷
し
、
ま
た
は
精
神
も
し
く
は

身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

❺
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の

ほ
か
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る

◆
長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
方

　

通
常
の
保
育
時
間
は
、
平
日
が

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
、
土
曜
日
が
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。

　

長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
方

は
、
長
時
間
保
育
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
所
申
込

書
な
ど
と
同
時
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
長
時
間
保
育
は
途
中
か

ら
で
も
条
件
が
合
え
ば
可
能
）。

な
お
、
長
時
間
保
育
希
望
者
が
少

な
い
場
合
は
、
希
望
の
保
育
所
で

長
時
間
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
長
時
間
保
育
時
間

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
と
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
６

時
ま
で
で
す
。

◆
長
時
間
保
育
料
金

　

午
前
８
時
30
分
以
前
、
午
後

４
時
30
分
以
降
の
い
ず
れ
か
一

方
、
ま
た
は
両
方
を
希
望
し
て

も
、
月
々
の
保
育
料
と
は
別
に
、

月
額
２
，
０
０
０
円
（
２
人
め

は
半
額
、
３
人
め
以
降
は
無
料
）

が
必
要
で
す
。

《
長
時
間
保
育
基
準
》

❶
児
童
の
両
親
が
居

宅
外
で
労
働
し
て

お
り
、
午
前
８
時
30

分
以
前
、
あ
る
い
は

午
後
４
時
30
分
以

降
も
労
働
し
て
い

る
こ
と
が
証
明
で

き
る
児
童
で
、
ほ
か

に
保
育
を
依
頼
で

き
る
者
が
い
な
い

❷
要
保
育
者
で
、
代

わ
っ
て
保
育
を
行

う
者
が
、
午
前
８

時
30
分
以
前
、
あ
る
い
は
午
後

４
時
30
分
以
降
も
労
働
し
て
い

る
こ
と
が
証
明
で
き
る

❸
事
情
に
よ
り
、
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る

◆
土
曜
保
育

　

土
曜
日
の
保
育
場
所
に
つ
い
て

は
、
次
の
２
か
所
で
希
望
者
を
対

象
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

井
田
保
育
所
・
飯
盛
保
育
所
・

相
野
谷
保
育
所
の
児
童
は
井
田
保

育
所
で
。
鵜
殿
保
育
所
・
成
川
保

育
所
の
児
童
は
鵜
殿
保
育
所
で
。

◆
そ
の
他

　

現
在
、
町
内
保
育
所
に
入
所
中

の
児
童
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所

か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、
保
育
所

入
所
調
査
票
お
よ
び
就
労
証
明
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
後
日
、
平

成
25
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
☎

33
―
０
３
３
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

う
ど
の
幼
稚
園

  

入
園
園
児 

募
集

In
fo
rm
a
tio
n

　
教
育
委
員
会

　

平
成
26
年
度
紀
宝
町
立
う
ど
の
幼
稚
園
の
園
児
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

の
方
は
、
入
園
申
込
書
を
添
え
て
、
申
し
込
み
期
間
内
に
、
紀

宝
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、

紀
宝
町
教
育
委
員
会
、
う
ど
の
幼
稚
園
で
用
意
し
て
い
ま
す
）

　

う
ど
の
幼
稚
園
は
、
幼
児
教
育

を
行
う
教
育
機
関
で
す
。

❶
日
課　

　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
10
分

登
園
。
４
歳
児
は
午
後
２
時
に
降

園
。
５
歳
児
は
午
後
２
時
10
分
に

降
園
。
※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

は
休
業
で
す
。
ま
た
、
夏
季
・
冬
季
・

春
季
に
は
長
期
休
業
が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

❷
通
園　

　

原
則
と
し
て
徒
歩
通
園
で
す
。

遠
方
の
方
は
、
保
護
者
の
責
任
で

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。
４
歳
児

に
つ
い
て
は
、
体
力
・
安
全
面
か

ら
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

　

10
月
15
日
㈫
～
10
月
31
日
㈭

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
。（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）

◆
募
集
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
27

年
度
・
28
年
度
に
小
学
校
に
入
学

す
る
幼
児

◆
募
集
定
員

　

５
歳
児
（
平
成
27
年
度
小
学
校

入
学
）　

60
名

　

４
歳
児
（
平
成
28
年
度
小
学
校

入
学
）　

20
名

◆
申
し
込
み
先

　

紀
宝
町
教
育
委
員
会

◆
保
育
料　

　

１
か
月　

５
，
５
０
０
円

　
（
年
間
６
６
，
０
０
０
円
）　

◆
給
食
費　

　

１
食
２
６
０
円（
牛
乳
代
を
含
む
）

※
幼
稚
園
の
指
導
方
針
に
基
づ

き
、
お
弁
当
の
日
も
あ
り
ま
す
。

（
月
２
回
程
度
）

◆
服
装　

　

制
服
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
年
少
組
に
在
籍
し
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
新
た
に
入
園
申

し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
退
園
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
教
育
委
員

会
（
☎
33
―
０
３
４
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
（
健
診
）
は

  

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

In
fo
rm
a
tio
n

　
役
場
福
祉
課

特
定
健
診
（
国
民
健
康
保
険
）
ま
た
は
後
期
高
齢
者

健
診
の
受
診
券
が
届
い
て
い
る
方
で
、
ま
だ
健
診

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
診
の
方
法
】　

　

指
定
の
医
療
機
関
（
紀
宝
町
は
「
相
野
谷
診
療
所
」
と

「
と
み
む
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、御
浜
町
は
「
紀
南
病
院
」「
谷

口
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
な
ど
）
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
健
診
を
受
け
ら
れ
る
期
限
】

　

11
月
30
日
㈯
ま
で
（
た
だ
し
、
今
年
の
９
月
か
ら
11

月
の
間
に
75
歳
に
な
っ
た
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

【
健
診
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な
も
の
】

①
受
診
券
　
②
保
険
証
　
③
質
問
票
　
④
自
己
負
担
金

※
自
己
負
担
金
は
後
期
高
齢
者
の
方
の
み
で
、
受
診
券
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
額
（
２
０
０
円
か
５
０
０
円
）
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
負
担
金
は
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
健
診
を
受
け
た
後
、
負
担
金
の
領
収
書
・

通
帳
・
印
鑑
を
持
っ
て
役
場
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
に
電
話
勧
奨
を
行
い
ま
す

　

紀
宝
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
～
74
歳

の
、
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
電

話
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施
し
ま
す
。

※
紀
宝
町
が
委
託
す
る
受
診
勧
奨
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
行
い

ま
す
。
注 

電
話
の
際
に
、
金
銭
の
振
り
込
み
な
ど
を
依

頼
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
☎
33
―
０
３
３
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  飯盛保育所

  うどの幼稚園
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特別児童扶養手当および
特別障害者手当等の手当額変更について
　平成 12 年度以降、物価下落時に据置き措置が採られた経緯から生じている特例水準（1.7％）については、
平成 25 年度から平成 27 年度までの３年間で解消することが盛り込まれた法律【国民年金法等の一部を改正
する法律等の一部を改正する法律（平成 24 年法律第 99 号）】が平成 24 年 11 月に成立したことから、平成
25 年 10 月以降の手当額については、0.7％引き下がることになります。

Information　役場福祉課

▶詳しくは、役場福祉課 ( ☎３３－０３３９) までお問い合わせください。

～平成 25 年９月（月額） 平成 25 年 10 月～（月額）
特別児童扶養手当（１級） ５０，４００円 ５０，０５０円
特別児童扶養手当（２級） ３３，５７０円 ３３，３３０円
特別障害者手当 ２６，２６０円 ２６，０８０円
障害児福祉手当 １４，２８０円 １４，１８０円
福祉手当（経過措置分） １４，２８０円 １４，１８０円

紀宝みなとフェスティバル開催
～メインゲストは歌手の嘉

か も ん

門達
た つ お

夫さん～

Information　役場企画調整課

　町の一大イベント「紀宝みなとフェスティバ
ル」を下記のとおり開催します。
　ゲストには、「嘉門 達夫」、「テツ and トモ」、
をお迎えします。また、ゲスト以外にもステー
ジでは、災害時相互応援協定を結んでいる石川県
中能登町から「上井田獅子舞保存会」の出演や、

町内各種団体による演芸発表が楽しめるほか、会
場内では、地元の農産物海産物などの物産販売コ
ーナーや、来場者が体験できるコーナー、地元の
食屋台コーナーなど盛りだくさんの内容となって
います。ぜひ、ご来場ください。

▶詳しくは、今月号に折り
込まれているチラシをご覧
になるか、役場企画調整課

（☎３３－０３３４）まで
お問い合わせください。

糖尿病予防講演会『食事 運動 欲張り講演会』
～瀞流荘にて、食べて歩いて、温泉でリラックス　糖尿病を遠ざけよう !! ～

　紀南健康長寿推進協議会は、糖尿病予防講演
会を次のとおり開催します。

【日時】　10 月 30 日㈬　午前 10 時から午後３時
【場所】　入鹿温泉ホテル瀞流荘
【内容】　糖尿病予防講演会、糖尿病予防食の試食、
ウォーキング講義・実技、血糖測定、温泉入浴

【参加費】　５００円
【申込方法】　10 月 15 日㈫までに保健センターへ

【定員】　先着 60 名
※定員を超えた場合は、初めて参加される方が優

先になりますので、ご了承ください。
※糖尿病で治療中の方は、主治医に相談の上、指

示に従ってください。家族の参加可。
※送迎が必要な方は、お申し出ください。
▶詳しくは、保健センター（☎３２―３７００）
までお問い合わせください。

Information　保健センター

紀宝町長選挙について  （１月２６日執行）

　任期満了（平成 26 年２月４日）に伴う、紀宝町長選挙について、主な日程をお知らせします。
～主な日程～
♣立候補届出事前説明会
　立候補予定者（または代理人）はご参会ください。
　【日時】12 月 16 日㈪午後１時 30 分～　
　【場所】役場２階　大会議室
♣立候補届出事前審査
　告示日に行う立候補届出が円滑に行われるため
　の事前審査です。
　【日時】平成 26 年１月 14 日㈫午後１時 30 分～
　【場所】役場２階　小会議室
♣告示日　平成 26 年１月 21 日㈫

Information　選挙管理委員会

♣立候補届出受付
　【日時】平成 26 年１月 21 日㈫
　　　　  午前８時 30 分～午後５時
　【場所】役場２階　大会議室
♣選挙期日（投票日）　平成 26 年１月 26 日㈰
♣開票
　【日時】平成 26 年１月 26 日㈰午後８時 10 分～
　【場所】紀宝町生涯学習センター「まなびの郷」
▶詳しくは、紀宝町選挙管理委員会（総務課内・
☎３３－０３３３）までお問い合わせください。

救急医療情報キットを配布します
　町では、75 歳以上の高齢者夫婦世帯と、65 歳
以上でひとり暮らしの方を対象に、「救急医療情
報キット」の配布を行います。
　キットは、自宅の冷蔵庫内に保管して、救急
隊員や医療機関に、既往歴や服用歴などの緊急
時に必要な医療情報をいち早く、正確に伝える
ことができ、救命処置に役立てられるように備
えるものです。

【配布場所】　移動支所と地域包括支援センター

Information　紀宝町地域包括支援センター

【持ち物】①写真（希望者には、撮影します）、②診察券、
③健康保険証、④薬剤情報提供書またはお薬手帳
　なお、平成 24 年度に配布した 65 歳以上でひと
り暮らしの方は、キットの内容に変更がないかの
確認と、新しい保険証やお薬手帳等の写しの入れ
替え作業を行います。新しい健康保険証や診察券、
薬剤情報提供書またはお薬手帳をご持参ください。
▶詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３
３－０１７５）までお問い合わせください。

嘉
門
達
夫

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト

歌
と
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ

テツ and トモ

鵜殿港

10月20 日（ 日 ）

午前10 時～午後３時

※雨天の場合は、まなびの郷で開催。

日
　
時

場
　
所
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町
内
17
か
所
で

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

シ
リ
ー
ズ
　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
　
そ
の
�◆

掃
除
で
明
る
さ
ア
ッ
プ

照
明
の
カ
バ
ー
が
ほ
こ
り
な
ど

で
汚
れ
る
と
、
明
る
さ
が
低
下
し

ま
す
。
特
に
キ
ッ
チ
ン
な
ど
は
汚

れ
が
た
ま
り
や
す
い
場
所
な
の

で
、
こ
ま
め
に
お
手
入
れ
し
ま

し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
照
明

器
具
は
、
使
用
す
る
電
球
を
替
え

る
だ
け
で
電
気
代
を
節
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
同
じ
明

る
さ
の
白
熱
電
球
に
比
べ
て
、
寿
命

は
約
６
倍
と
長
く
、
消
費
電
力
は
４

分
の
１
以
下
で
す
。
価
格
は
高
め
で

す
が
電
気
代
を
少
な
く
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
極
端
に
何
度
も
点
滅
さ
せ

る
と
、
ラ
ン
プ
の
寿
命
が
縮
む
と
い

う
欠
点
が
あ
る
の
で
、
つ
け
た
り
消

し
た
り
が
多
い
と
こ
ろ
へ
の
使
用
は

白
熱
電
球
の
方
が
お
す
す
め
で
す
。

表① 10 月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

７日
21日
28日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

１日
８日
15日
22日
29日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

２日
９日
16日
23日
30日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

３日
10日
17日
24日
31日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５
下地生活改善センター １０：３０～１１：４５
茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５
下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

４日
11日
18日
25日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

Eco

Branch

 照明器具

電球形蛍光ランプに取り替える
54W の白熱電球から 12W の電球形蛍光
ランプに交換した場合▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電 気   84 kWh
CO2  29.4kg

年間節約金額

約  1,850 円

電球を

使い分けましょう

今月のテーマ

単
独
槽
撤
去
費
に
対
し
て

９
万
円
を
上
限
に
補
助

　

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
世
帯
で
は
、
ト
イ
レ
の

浄
化
槽
設
置
分
担
金
は

設
置
工
事
費
の
２
割

　

同
事
業
で
設
置
を
推
進
し
て

い
る
浄
化
槽
は
、
高
度
処
理
型

合
併
処
理
浄
化
槽
と
い
っ
て
、

通
常
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
倍

の
処
理
能
力
を
有
す
る
浄
化
槽

で
す
。
町
で
は
、
高
度
処
理
型

の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

町
の
水
環
境
が
よ
り
き
れ
い
に

な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
で
浄
化
槽
を
設
置
し

た
場
合
、
浄
化
槽
の
本
体
を
設

置
す
る
た
め
の
分
担
金
と
し
て
、

設
置
工
事
費
の
２
割
を
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
負

担
金
額
は
、
表
①
を
参
照
）。

　

ま
た
、
放
流
先
ま
で
の
放
流

管
の
距
離
が
10
メ
ー
ト
ル
ま
で

は
、
設
置
工
事
を
行
う
紀
宝
町

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱
が
サ
ー
ビ

ス
で
負
担
し
ま
す
が
、
自
己
敷

地
内
で
放
流
管
の
距
離
が
10
メ

ー
ト
ル
を
超
え
た
場
合
は
、
設

置
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
放
流
先
と
な
る
側
溝

等
が
近
く
に
な
い
場
合
は
、
自

己
敷
地
を
出
て
か
ら
側
溝
等
ま

で
の
放
流
管
工
事
を
町
の
負
担

で
行
う
な
ど
し
て
、
同
事
業
に

よ
る
浄
化
槽
設
置
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町営浄化槽事業を
推進しています

今月のテーマ

水
洗
化
が
済
ん
で
い
る
こ
と
や
、

合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え

る
に
は
、
す
で
に
設
置
済
み
の

単
独
処
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
が

か
か
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
な

か
な
か
設
置
替
え
が
進
ま
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

同
事
業
で
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
を
よ
り

促
進
し
た
い
こ
と
か
ら
、
設
置

替
え
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
、

単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
工
事

費
に
対
し
て
、
９
万
円
を
限
度

額
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ ～きれいな川を　未来に残そう～ その�浄化槽

Purified

INTERVIEW

（井田地区）

逢
お お の

野 貴
た か ひ ろ

広 さん

　２年前に井田に自宅兼作業場を建築する
ことになり、この町営浄化槽事業で浄化槽
を設置しました。建築当初は、近くに放流
先となる排水路が無かったので、町の工事
として自己敷地を出てからの放流管を町道
に入れてもらって、たいへん助かりました。
　町営浄化槽は、管理が町にお任せで、
点検もきちんと清潔にやってくれるし、
業者などへの連絡をする手間も省けるの
で満足しています。

放流管工事で助かりました

　町では、水環境を守るため、平成 20 年度からＰＦＩ手法に
よる町営浄化槽整備推進事業に取り組んでいます。
　新築や単独処理浄化槽からの設置替えなど、浄化槽設置をお
考えの場合は、町営浄化槽の設置にご協力ください。

浄化槽の種別 分担金の額

５人槽 １６５，５００　円

７人槽 ２０８, ３４０　円

１０人槽 ２７６，８００　円

１１人槽以上 環境衛生課までお問い合わせください

※分担金には、７条検査費用 8,000 円が
　含まれています。

表① 浄化槽設置にかかる分担金の額
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この絵本にでてくる不思議
な言葉には、それぞれ由来
があるそうです。それでは
問題！「カニツンツン」と
はいったいなんでしょう？

金関寿夫 / 文　元永定正 / 絵
福音館書店

カニツンツン

「いろいろとみどりながれて
ははははは」日本語の七五
の調べの心地よさ。流れる
ような色とかたちと言葉が
絶妙な元永さんの真骨頂！

元永定正 / 文・絵　光村教育図書

いろながれかたちうごいて
ぱぴぷぺぽ

がちゃがちゃ どんどん
元永定正 / 作
福音館書店

戦後の日本前衛美術の代表
ともいわれる元永さんの絵
本は、赤ちゃんにも大人気！
絵も文章も楽しいこの本は
最後のページが笑えます！

山下洋輔 / 文　元永定正 / 絵
中辻悦子 / 構成　福音館書店

もけらもけら

ジャズ・ピアニストの山下
洋輔さんの、まるで音楽の
ような文にぴったりの元永
さんの絵！不思議な世界に
ひきこまれそうな一冊。

今月のおすすめ図書　テーマは“元
も と な が

永 定
さ だ ま さ

正さんの絵本”

鵜殿図書館
岸 図書館長

図書館だよりＢｏｏｋｓ

お願い♪
粗大ごみを出す際は、「粗大ごみ」
と大きく張り紙をし、当日午前
８時 30 分までに、わかりやす
い場所に置くようお願いします。

家庭用粗大ごみの
戸別訪問収集を行います

民事介入暴力巡回無料相談

Police 紀宝警察署 からのお知らせ Resources ごみは資源 のコーナー

　暴力団からの不当な要求や嫌がらせなどでお困り
の方に対し、専門的な相談員をはじめ、警察官や弁
護士が直接みなさんからの相談をお聞きします。相
談は無料で、秘密は厳守致します。

【日　時】　10 月 25 日 ( 金 )　午後１時～午後４時
【場　所】　尾鷲市中央公民館　小会議室
【問合先】　
・暴力追放三重県民センター ☎ 0120 － 31 － 8930
・警察本部組織犯罪対策課　 ☎ 059 － 222 － 0110
・紀宝警察署刑事課　　　　☎ 0735 ー 33 － 0110

　10 月中旬から 11 月にかけて、家庭用粗大ごみの
戸別訪問収集を行います。地区によって、申込日や
収集日が異なりますので、ご注意ください。詳しく
は、今月号に折り込まれているチラシ（家庭用粗大
ごみ戸別訪問収集について）をご覧ください。

◆
応
募
資
格　

　

紀
宝
町
内
に
在
住
の
方

◆
応
募
方
法　

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（koho@

tow
n.kiho.lg.jp

）
で
、
ク
イ
ズ
の

答
え
５
問
分
（
○
の
中
に
入
る
数
字

や
文
字
）
と
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
町
や
「
広
報
き
ほ
う
」

に
つ
い
て
の
ひ
と
言
を
書
い
て
、
役

場
企
画
調
整
課
広
報
係
（
〒
５
１
９

―
５
７
０
１ 

紀
宝
町
鵜
殿
３
２
４
）

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
、
抽
選

で
５
名
の
方
に
、

上
写
真
の
「
町

の
特
産
品
」
を

お
贈
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

　

10
月
11
日
㈮
必
着　
（
当
選
者
の

発
表
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
）

■
９
月
号
の
正
解

①
未
知　

②
国
民　

③
水
道

④
く
み
取
り　
　
　

⑤
バ
ス

■
９
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
42
通
・
正
解
者
42
人

賞
品
は
「
釜
揚
げ
し
ら
す
」）

・
向む

か
い井　

安や
す
こ子
さ
ん
（
阪
松
原
）

・
矢や

ぐ
ま熊　

名な

ら

こ

良
子
さ
ん
（
神
内
）

・
藤ふ

じ
い井　

作さ
く
の
し
ん

ノ
進
さ
ん
（
井
田
）

・
岡お

か
ざ
き﨑　

ト
シ
子こ

さ
ん
（
鵜
殿
）

・
島し

ま
だ田　

多た

み

お

美
保
さ
ん
（
鵜
殿
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

広
報
係
（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

koho@town.kiho.lg.jp

広報クイズ
Quiz

【問題】
①特集：○○○ができるまで
②健康診査（○○）は受けられましたか？
③紀宝みなとフェスティバルを 10 月○○日に開催
④消費トラブル：「○○買え詐欺」にご注意！
⑤紀宝町消防団が内閣○○大臣表彰を受賞 !!

抽
選
で
左
記
の
物
が
当
た
り
ま
す
！

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

10 月 26 日（土） 
今月のおはなし会

０ 歳 児  10:00 ～ 10:30、１歳以上  11:00 ～ 11:30
３歳以上  13:30 ～ 14:00、小 学 生  14:00 ～ 14:30

◆
読
書
週
間
と

　

関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

　

10
月
27
日
㈰
～
11
月
９
日
㈯

は
、第
67
回
「
読
書
週
間
」
で
す
。

今
年
の
標
語
は
「
本
と
旅
す
る 

本
を
旅
す
る
」
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
秋
の
夜
長
を
読
書
で
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

　

期
間
中
、
幼
児
～
小
学
生
を
対

象
に
恒
例
の
「
読
書
ク
イ
ズ
」
を

行
い
ま
す
。
お
す
す
め
の
絵
本
や

児
童
書
の
展
示
・
貸
出
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ご
み
博
士　
タ
カ
ミ
チ
さ
ん

・マイヤーレモン
・マイヤーレモン
・100％果汁（150ml）

10 月号の当選者へは

紀宝警察署（☎３３－０１１０）

Consumer
life

　

近
年
、
金
融
商
品
に
関
す
る
相

談
の
傾
向
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
未

公
開
株
や
怪
し
い
社
債
な
ど
の
詐

欺
的
な
も
う
け
話
の
ト
ラ
ブ
ル

が
、
高
齢
者
を
中
心
に
非
常
に
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
ら
な

い
背
景
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
買

え
買
え
詐
欺
」
と
い
う
「
劇
場
型

勧
誘
」
の
手
口
が
よ
り
巧
妙
化
、

悪
質
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

「
買
え
買
え
詐
欺
」
の
特
徴

①
Ｂ
社
（
勧
誘
会
社
）
の
勧
誘
に
前

後
し
て
、
消
費
者
の
自
宅
に
A
社

（
販
売
会
社
）
の
未
公
開
株
、
怪

し
い
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、
怪
し
い

権
利
取
引
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

申
込
書
が
送
ら
れ
て
く
る
。

②
Ｂ
社
か
ら
「
Ａ
社
の
封
筒
は

届
い
て
な
い
か
。
Ａ
社
が
販
売

し
て
い
る
商
品
は
大
変
価
値
が

あ
る
が
、
封
筒
が
届
い
た
個
人

今
月
の
テ
ー
マ

「
買
え
買
え
詐
欺
」
に
ご
注
意
！

～
自
分
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
～

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
負
け
な
い
ぞ
！

◆三重県消費生活センター
【毎週月～金曜日】午前９時から午後４時まで☎０５９－２２８－２２１２

し
か
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
代
わ
り
に 

買
っ
て
く
れ
れ

ば
権
利
を
高
値
で
買
い
取
る
。」

ま
た
は
「
代
理
で
購
入
し
て
欲

し
い
。
謝
礼
を
支
払
う
。」
な

ど
と
電
話
で
消
費
者
に
勧
誘
し

契
約
を
あ
お
る
。

③
消
費
者
が
Ａ
社
に
商
品
の
購
入

を
申
し
込
み
、代
金
を
支
払
う
。

④
最
終
的
に
Ａ
社
Ｂ
社
と
も
に
連

絡
が
取
れ
な
く
な
る
。
商
品
だ

け
が
消
費
者
の
手
元
に
残
る
。

《
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
》

　
「
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
金
融

商
品
や
権
利
に
つ
い
て
買
い
取
る

か
ら
利
益
に
な
る
」
な
ど
と
、
他

社
と
契
約
さ
せ
よ
う
と
す
る
話
に

は
絶
対
に
耳
を
貸
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
絶
対
お
金
を
渡
さ

ず
に
、す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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いかの開き（生） １杯
人参 1/2 本
セロリ ２本
塩麹 大さじ１弱
こしょう 少々
青ねぎ ２本
サラダ油 小さじ２

が
ん
検
診
は
、
無
症
状
の
う
ち
に
「
が

ん
」
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
検
診
を
受
け
て
『
要
精

密
検
査
』
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
・・・
と
、

受
診
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
要

精
密
検
査
＝
『
が
ん
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
に
一
度
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
、
健
康
に

自
信
を
持
っ
て
毎
日
を
送
り
ま
せ
ん
か
？

◆
受
診
ま
で
の
流
れ　

①
ご
希
望
の
指
定
医
療
機
関
に
予
約
の
電

話
を
入
れ
る
。（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
を
医
療
機
関
へ
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

②
医
療
機
関
を
受
診
し
、
問
診
票
に
記
入

す
る
。（
問
診
票
は
、
当
日
医
療
機
関
で

も
ら
い
ま
す
）　

検
診
終
了
。

き
の
こ
や
さ
ん
ま
、
い
か
、

さ
つ
ま
い
も
、
り
ん
ご
な

ど
、
何
か
と
お
い
し
い
季
節
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
い
か
を
使
っ
た
料
理
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
い
か
は
脂
肪

が
少
な
く
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多

く
含
み
、
よ
く
噛
む
食
材
な
の

で
肥
満
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
見
た
目
は
シ
ン
プ
ル
で

す
が
、
味
付
け
に
塩
麹こ

う
じ
を
使
う
と

具
材
の
旨
み
が
引
き
立
つ
の
で
、

野
菜
も
お
い
し
く
た
く
さ
ん
摂

れ
る
料
理
で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

災
害
時
、
身
体
の
健
康
を
守

る
た
め
に
は
、
う
が
い
、

手
洗
い
と
と
も
に
、
歯
み
が
き
や

入
れ
歯
の
お
手
入
れ
な
ど
の
お
口

の
ケ
ア
「
口
腔
ケ
ア
」
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　

緊
急
避
難
袋
の
中
に
歯
ブ
ラ

シ
や
口
腔
ケ
ア
用
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
入
れ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◆
断
水
や
水
不
足
の
場
合
の

　

口
腔
ケ
ア

【
歯
み
が
き
】　

歯
み
が
き
剤
を

使
わ
ず
、
歯
ブ
ラ
シ
で
み
が
き
ま

し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
が
な
い
と
き

は
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
な
ど
で
歯
に
つ
い
た
汚
れ
を

拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
入
れ
歯
】　

口
腔
ケ
ア
用
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
入
れ
歯
の

汚
れ
を
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
う
が
い
】　

う
が
い
の
水
は
少

量
の
水
（
20
～
30 

㎖
）
で
間
に
合

い
ま
す
。
１
回
よ
り
２
回
に
分
け

た
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

【
自
浄
作
用
】　

よ
く
噛
ん
で
食

べ
て
、
唾
液
を
た
く
さ
ん
出
し
、

自
浄
作
用
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

今月のお料理

楽しく、 おいしい　

簡単料理  ♪　その 73

One Point Advice

チャチャッと簡単♪

「いかと野菜のねぎ塩炒め」

シンプルな味付けでも、 旨みたっぷり♪

Dentistry

Health

Cooking

こんにちは保健師です！　その 92

今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康一口メモ    その 92

災害時のお口のケア

歯を大切に
　しようね♪

竹田仁香
歯科衛生士

【材料（２人分）】 【作り方】
①	いかは縦半分に切り、横方向に細切りにする。
②	人参は皮をむいて、千切りにする。セロリは斜め細切りにする。
③	フライパンに油を熱し、①をさっと炒め、一度取り出す。同じ

フライパンで、②を炒め、火が通ったら先ほどのいかを戻して
さらに炒める。

④	③に塩麹、こしょうを加えて混ぜ、小口切りにしたねぎを加え
たら火を止める。☆出来上がり
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　　　　　エネルギー（1 人分）：約 107kcal

　　  　　　　　　    　  塩分   ：約 1.0 ｇ

　　　　
今
月
は
山
門
久
美
保
健
師

小さなボールを使った健康運動教室（介護予防事業）
日 会 場 と 開 催 時 間

３・17日 鵜殿地域交流センター （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
10・24日 上地多目的集会施設 （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

Health　October　Calendar

10 月の健康カレンダー

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）
日 内 容 と 開 催 時 間

22日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分〜11時30分）
※要予約：詳しくは、保健センター（☎ 32-3700）まで。

日 会 場 と 開 催 時 間
２日 成川生活改善センター （午前9時30分〜11時）
16日 大里多目的集会施設 （午前9時30分〜11時）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

元気塾（介護予防事業）

10 月の休日救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

６日 湊 口 医 院 ☎（31）6660 内 科
13日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科
14日 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科
20日 佐 野 内 科 ☎（28）3266 内 科
27日 谷 地 内 科 ☎（23）3088 内 科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

Calendar

日 会 場 と 開 催 時 間
４・11・18・25日 保健センター（午後0時40分～２時40分）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）

今月のテーマ

子宮頸
け い

がん・乳がん検診
個別受診のお知らせ
～子宮頸がん・乳がん検診が
　指定の医療機関でも受けられます～

医療機関名
子宮頸がん

対象：20 歳以上
自己負担：2,000 円

乳がん
対象：40 歳以上

自己負担：2,500 円
電話番号

紀南病院        ○（産婦人科） 　　  ○（外科） 05979（2）1333
新宮市立医療センター   (*1) ○（*1） 　　○（*1） 0735（31）3333
要外科・内科医院       (*2） ― 　　○（*2） 0735（22）5191
大石産婦人科医院 ○ ― 0597（89）1717
和田医院 ○ ― 0597（85）3668
矢島産婦人科医院 ○ ― 0735（22）2337
いずみウィメンズクリニック ○ ― 0735（21）0311

( ＊ 1)：新宮市立医療センターで受診できるのは、無料クーポン券の対象者のみです。
( ＊ 2)：要外科内科医院で、無料クーポン券の対象者以外で受診される方は、『依頼書』が必要となります。
　　　 紀宝町保健センターまでご連絡ください。
※がん検診以外の内容（精密検査や子宮体がん検査など）でかかる費用は全額自己負担となります。
※ 70 歳以上の方も検診自己負担金が必要です。

◆受診可能な指定医療機関　

▶詳しくは、保健センター ( ☎３２－３７００) までお問い合わせください。
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まちのわだい  10 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

Town topics

２
９

　第 44 回全国中学校ソフトテニス大会が８月 19 日～ 21 日、愛知県一宮市で開催され、
全国各地区からの代表、団体男女各 25 校、個人男女各 64 ペアが出場しました。
　女子団体で出場した矢渕中学校は５位に入賞し、男子個人では同中学校の戸

と ざ き

﨑洸
こ う へ い

平・
松
ま つ や ま

山晃
こ う す け

介ペアが５位入賞という好成績を収めました。
【女子団体メンバー】仲

な か

美
み さ き

沙紀（３年）、土
ど い

井あんず（２年）、下
し も じ

地真
ま な み

未（２年）、
畑
は た な か

中虹
に じ ほ

歩（３年）、堀
ほ り

 舞
ま い

（３年）、松
ま つ づ き

月佑
ゆ み

実（２年）、樫
か し や ま

山琳
り ん

（２年）、奥
お く だ

田美
み さ き

咲（２年）

矢 渕中ソフトテニス部が全国で活躍 !!
全国中学校ソフトテニス大会

05 04

01. 町長に受賞報告する向井消防団長。
02. 台風 12 号災害時、浅里地区で活
動する消防団のみなさん。

01. 団 体 女 子 の 部
で全国５位に輝いた
矢渕中のメンバー。
02. 男子個人の部で
全国５位に入賞した
戸﨑・松山ペア。

　紀宝町消防団は９月２日、平成 23 年台風 12 号
災害での消防団活動の功績が認められ、防災功労者
内閣総理大臣表彰を受賞しました。全国では、47
団体２個人が受賞。向

む か い

井治
おさむ

消防団長が 9 月３日、
西田町長に受賞の報告を行いました。　
　紀宝町消防団は、団員数が 174 人。台風 12 号
の時には、３日間にわたり、述べ 262 人が出動し、
降り続く豪雨のなか、昼夜にわたり水防活動を行う
とともに、住民の避難誘導、人命救助活動を行い、
被害の軽減に多大な貢献をしました。台風が過ぎた

紀 宝町消防団が内閣総理大臣表彰を受賞 !!
台風 12 号災害での消防団活動の功績が認められ

後も、行方不明者捜索やブルーシートによる土砂災
害応急措置、給水活動、避難所運営など活動は長期
かつ多岐にわたり、述べ 1,028 人の団員が出動す
るなど、団員一丸となり災害復旧にも尽力しました。
　向井団長は、「表彰されたことは、みんなの力が
結集された結果。受賞を励みに、今後も想定される
南海トラフ大地震に万全を期したい」と今後の決意
を述べ、西田町長は「これからも力を合わせて、南
海トラフの地震、津波対策に向けて力を貸していた
だきたい」と話し受賞を讃えました。

Town topics

19
８

21
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02 01

030405
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01 02
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　相野谷中学校と矢渕中学校は９月 14 日、体育祭を開催しました。
　今年のスローガンは、相野谷中学校は「35 人 36 脚」で、矢渕中学校は「ワ
ッショイ！矢渕の夏祭り！」。競技は各学校ともにチームに分かれ、得点を競
い合いましたが、心をひとつに全員が協力し合い、全力で取り組んでいました。
生徒たちの躍動する姿に、観客席から大きな声援が送られていました。

相 野谷中と矢渕中で体育祭 !!
心をひとつに、全力プレー

01. 総 踊 り。02.11 人 12 脚。
03. ハリケーン。04. 相野川の
白ウサギ。05.100 Ｍ走。

06. 男女混合リレー。07. 大縄跳
び。08. 応援にも力が入ります。
09.クラブ対抗リレー。10.綱引き。

Town topics

14
９
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　町は９月１日、三重県、熊野市、御浜町と共同で、南海トラフ大地震を想定した
総合防災訓練を行いました。訓練は、紀南地域が孤立したとの想定で、避難訓練や
医療連携訓練、避難所運営訓練など、自助・共助・公助の連携による取り組みを行
い、紀宝町では約２千人が参加しました。
　午前９時に、南海トラフを震源としたマグニチュード 8.7 の地震が起こり、３分
後に気象庁が三重県南部に大津波警報を発令。警報を知らせるサイレンが鳴り響く
と住民らは家族や隣近所の人と近くの一時避難場所に避難。その後、一部の人は、
各避難場所から井田小学校・鵜殿小学校の訓練拠点に移動しました。
　訓練時には雨に見舞われ、一部内容を変更しましたが、井田小学校では体育館での
間仕切り設置訓練や浄水器の操作訓練を行い、鵜殿小学校ではトリアージ訓練や重篤
患者の搬送訓練など、参加者たちはみな真剣な面持ちで訓練に参加していました。

総 合防災訓練に約２千人が参加 !!
三重県、熊野市、御浜町と共同で実施

04

01

02

01

030506

07

01. トリアージ訓練に取り組む住
民ら。2. 赤十字の医療救護班の
みなさんによるトリアージ訓練。
03. 陸上自衛隊のヘリコプターに
よる搬送訓練。04. 間仕切りの設
置訓練。05. ヘルメットをかぶり
鈴木知事も訓練に参加。06. 浄
水器の操作方法について学ぶ住民
ら。07. 患者を選別するためのト
リアージタグ

　井田海岸で８月 28 日夕方、井田小学校の児童がアカウミガ
メの赤ちゃんを放流しました。放流したのは、８月 26 日早朝
にふ化した子ガメ 38 匹。
　アカウミガメの卵は、７月８日に同海岸で産み落とされ、ウ
ミガメ保護監視員や日本ウミガメ協議会の湯

ゆ ど う

藤健
け ん た

太さんの協力
のもと、同校ふ化場に卵 103 個を保護しました。その後、６
年生が２人１組となり、毎日交代で気温やふ化場の地温の観察
などを行い、26 日午後７時ごろからふ化が始まりました。
　放流には、夏休み中の児童や保護者、地域住民ら 100 人ほ
どが集まり、児童が放した子ガメを見送りました。子ガメは、
何度も波に押し戻されながら、一生懸命前に進み、児童たちに

「がんばれー！」と声援を受けながら海に入っていきました。

ウ ミガメの赤ちゃん 38 匹を放流
井田小学校６年生が保護観察した

01. 海へと帰るアカウミガメを見つめる児童たち

Town topics

28
８

まちのわだい  10 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

決勝進出を決め、ガッツポーズをする紀宝トレジャーズのみなさん

相野谷小で教壇に立つウィリアムさん

　紀宝トレジャーズは８月 24・25 日、愛知県日進市で開催された「第 21 回東海４県
選抜学童軟式野球大会」に三重県代表として出場し、見事準優勝に輝きました。
　紀宝トレジャーズは、昨年 12 月に相野谷スポーツ少年団と井田ジャガーズスポーツ
少年団が合併して結成され、小学校２年生から６年生までの 20 人が所属しています。
　同大会には、三重、愛知、岐阜、静岡の４県から予選を勝ち抜いた８チームが参加。
紀宝トレジャーズは、逆転で惜しくも敗れたものの、東海４県の強豪が集う大会で、堂々
の準優勝を勝ち取りました。

紀 宝トレジャーズが東海大会で準優勝 !!
東海４県の強豪が集う大会に三重県代表として出場

Town topics

24
８

25

～

　町は、今年でめでたく米寿（88 歳）を迎える 69 人に対し、
敬老の日を前に西田町長が、９月４日から対象者宅を訪問し、記
念品と祝い金を贈りました。
　初めに訪れたのは、大里の産

う ぶ や し き

屋敷初
は つ よ

世さん宅。産屋敷さんは、
「人間は支えられて生きる動物。近所に良い方がい
て、息子や孫が近くにいるから安心していられる。
長生きさせてもらえるのもみなさんのおかげです」
と笑顔で、感謝の気持ちを述べていました。

米 寿を祝い、高齢者宅を訪問
町内で米寿を迎える人は 69 人

西田町長から記念品を受け取る産屋敷さん

Town topics

４
９

Town topics

１
９

　英語や外国の文化、外国人との交流の大切さなどを教えるＡＬＴ（外
国語指導助手）としてウィリアム・ドナルド・パーシャックさんが 8
月５日、新たに着任しました。
　ウィリアムさんは、アメリカ・バージニア州出身の 27 歳。
趣味は、日本語を学ぶことと日本の音楽で、過去に名古屋で
仕事をしていたことから、中日ドラゴンズの大ファンである
とか。任用期間は８月５日から来年８月４日までの１年間で、
今後は、保育所や幼稚園、小・中学校で英語を教えます。

新 ＡＬＴとしてウィリアムさんが着任
英語や外国の文化などを教えるために

Town topics

５
８
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昔
も
こ
れ
か
ら
も
紀
宝
っ
子

鈴
木
　
か
お
る  

さ
ん
（
井
田
） 

P R O F I L E

すずき　かおる  さん　

フルタイムで働きながら子育て
に励む鈴木さん。「忙しいですが、
できる限り時間を作って、子ど
もと接していきたいです♪」と
話していました。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
紀
宝
町
井
田
。

大
学
と
数
年
前
少
し
の
間
大
阪
に
い

ま
し
た
が
、
実
は
住
民
票
を
こ
の
町

か
ら
移
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。 

　
「
子
ど
も
を
田
舎
で
育
て
た
い
」
と

い
う
想
い
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
自
分
が
過
ご
し
た
幼
少
時
代

が
楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
す
。
夏
は
夕
方
に
な
る
と
、
毎

日
海
へ
出
掛
け
ま
し
た
。
５
時
を
過

ぎ
る
こ
ろ
に
は
、
父
や
顔
見
知
り
の

お
じ
さ
ん
た
ち
が
仕
事
を
終
え
て
や

っ
て
来
て
海
に
潜
り
、
母
た
ち
が
用

意
し
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
や
野
菜
等

を
食
べ
、
暗
く
な
る
ま
で
海
で
遊
び

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
は
漁
業
権

の
問
題
や
浜
の
減
少
に
伴
う
危
険
が

あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。 

　

も
う
ひ
と
つ
印
象
深
い
の
が
お
正

月
に
行
く
ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。
目

的
地
は
紀
宝
町
の
山
中
に
あ
る
「
オ

ム
ラ
の
池
」
で
す
。
知
り
合
い
も
誘

っ
て
大
人
数
で
、
到
着
す
る
と
お
弁

当
を
食
べ
た
り
焚
き
火
を
し
て
お
餅

を
焼
い
た
り
、
自
然
の
中
で
し
か
で

き
な
い
遊
び
を
し
ま
し
た
。
数
年
前

に
母
と
一
緒
に
行
く
機
会
が
あ
り
歩

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
道
は
整
備
さ
れ

と
て
も
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
て
時

間
的
に
随
分
近
く
な
り
、
池
自
体
も

貯
水
用
に
キ
レ
イ
に
整
備
さ
れ
、
も

う
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気
分
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
思

い
出
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
が
好

き
で
戻
っ
て
来
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
育

て
て
く
れ
た
人
た
ち
、
そ
し
て
自
然

に
感
謝
し
た
い
で
す
し
、
ま
た
親
と

な
っ
た
今
は
同
じ
気
持
ち
を
い
つ
か

子
ど
も
に
も
持
っ
て
欲
し
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
、
子
ど

も
が
生
き
て
行
く
場
所
は
自
分
で
選

ぶ
べ
き
こ
と
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に

故
郷
を
慈い

つ
く

し
む
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
の
で
す
。 

　

私
が
親
し
ん
だ
風
景
は
も
う
あ
り

ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
「
さ
あ
、
ど

う
や
っ
て
子
ど
も
と
遊
ぼ
う
か
」
と

日
々
楽
し
み
に
し
て
い
る
今
日
こ
の

ご
ろ
な
の
で
す
。

　

11
月
号
は
神
内
の
疋ひ

き
し
ま嶋

泰や
す
ひ
ろ弘

さ
ん
で

す
。
鈴
木
さ
ん
か
ら
は
、「
単
身
赴
任
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
持
ち
前
の
明
る

さ
で
皆
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
！
」

下し

も

じ地
　
太た

い

ち一 
さ
ん
（
井
田
・
26
歳
）　

  

天
空
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
ま
す

◆
お
仕
事
は
？

　

紀
宝
町
役
場
産
業
建
設
課
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
今
年
で
４
年
目
で
、
今
は

農
業
振
興
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
10
月

20
日
に
行
わ
れ
る「
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
特
産
品
で
あ
る

み
か
ん
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら
？

　

北
海
道
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。
ラ
ー

メ
ン
や
カ
ニ
と
か
、
お
い
し
い
も
の
を
食

べ
た
い
で
す
ね
。
あ
と
、
広
大
な
大
地
を

ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
で
す
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

元
気
で
や
さ
し
い
人
が
好
き
で
す
。

◆
今
、
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

11
月
３
日
に
新
宮
市
で
行
わ
れ
る

「
天
空
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
出
場
す

る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
今

は
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

◆
町
に
ひ
と
こ
と

　

ま
だ
ま
だ
経
験
は
浅
い
で
す
が
、
町

の
職
員
と
し
て
、
み
な
さ
ん
が
住
み
や

す
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち

に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
、
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ペンリレー

P
EN

RELA
YNo.92

若 い 衆 登 場

KI

HOYOUNG

No.92

はしゃぎっ子
K

IH
OKIDS

No.92

10 月生まれの３歳児

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 22 年 12 月・平成 23 年１月生まれ）を募集しています。ご希望の方は、広報係（☎ 33－０３３４）までご連絡ください。申込期限は 10 月 31 日（木）まで。

岸
き し ざ き

﨑  詩
し ほ

穂 ちゃん（成川）

平 成 2 2 年 1 0 月 2 9 日 生 ま れ
康 次 さ ん ＆ 愛 実 さ ん の 長 女

詩穂は父ちゃん母ちゃんが大好きな甘えん坊さん。
最近は弟を思いやるやさしいお姉ちゃんに成長しま
した。相棒のくまちゃんと一緒にお手紙を書くのが
マイブーム！自転車も上手だよ。これからもいっぱ
い一緒に遊ぼうね♪…お母さんから

葊
ひ ろ さ と

里  凪
な ぎ さ

咲 ちゃん（成川）

平 成 2 2 年 1 0 月 1 2 日 生 ま れ
具 己 さ ん ＆ 菜 々 子 さ ん の 長 女

最近話ができるようになってきた凪咲。よく泣き、
“イヤ”が口ぐせで、なんでも“デヘヘ”とベロを出
し笑って済ましちゃおうとします。けれど、幼稚な兄
と小さな妹の世話をし、よくがんばってくれてるね。
今の笑顔と愛

あいきょう

嬌を忘れずにね♪…お母さんから
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お知らせ

メール便

mail information

10月号
町の人口 － population －

平成25年８月末現在（前月比)
人口 １１, ８１５（ － １ )

男 ５, ５６５（ － ７ )
女 ６, ２５０（ ＋ ６ )

世帯 ５, ３９３（ ＋ ３ )

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
子育て支援センター （32）4 3 8 8
熊野自殺防止センター

０５９７９－２－２２７７
【毎週金・土曜日　午後７時から 11 時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９

おかけ間違えのないように！

今月のワンコ

ルウ

（外国人を含む）

◆
年
金
額
の
上
乗
せ
と
な
る

付
加
保
険
料

・
付
加
保
険
料
と
は

　

平
成
25
年
度
の
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
は
、
40
年
間
保
険
料

を
納
め
た
場
合
の
満
額
で
７
８

６
，
５
０
０
円
で
す
が
、
老
後

に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た

い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
定
額
保
険
料
と
あ
わ
せ

て
月
額
１
５
，
４
４
０
円
を
納
付

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
で
、

付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
付
加
年
金
の
額
は
（
支
給
額
）

　
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
の

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

　

今
月
の
「
紀
の
宝
み
な
と
市
」
は
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
雨
天
決

行
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

10
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】　

鵜
殿
港

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
（
10
月
）
の

「
紀
の
宝
み
な
と
市
」

　

矢
渕
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、「
第

６
回
定
期
演
奏
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

10
月
13
日
㈰
、
午
後
２

時
か
ら
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

【
場
所
】　

ま
な
び
の
郷

▼
詳
し
く
は
、
矢
渕
中
学
校
吹
奏

楽
部
（
☎
32
―
０
０
２
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

矢
渕
中
学
校
吹
奏
楽
部

定

期

演

奏

会

　

町
文
化
展
が
11
月
９
日
㈯
・
10

日
㈰
の
２
日
間
、
田
代
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
文
化
展
に

出
展
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
今
月

号
の
広
報
に
折
り
込
ん
で
い
る
紀

宝
町
文
化
展
公
募
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
募
集
作
品
】　

書
・
絵
画
・
写
真
・

押
し
花
・
墨
絵
・
陶
芸
・
文
芸
（
俳

句
、短
歌
、詩
な
ど
）・
民
芸
品
（
手

芸
、
彫
刻
な
ど
）・
生
花
・
菊
花
・

寒
蘭
・
そ
の
他

【
募
集
期
間
】　

10
月
16
日
㈬
ま

で
に
、
ま
な
び
の
郷
へ

【
資
格
】　

高
校
生
以
上
の
町
内

在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
方
、
お
よ

び
町
内
文
化
サ
ー
ク
ル
会
員

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
展
の
作
品
を
募
集

　

東
紀
州
地
域
雇
用
創
造
推
進
協

議
会
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

商
品
を
企
画
・
開
発
し
て
販
売
し

て
い
く
た
め
の
基
礎
的
な
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
雇
用
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
商
品
開

商
品
開
発
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
苦
情
や

意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の

解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

10
月
21
日
～
27
日
は

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

11
月
１
日
現
在
で
、｢

２
０
１

３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス｣

を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
水
産

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
大

漁
業
セ
ン
サ
ス
実
施

の

お

知

ら

せ

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

有
料
広
告

相続・贈与等の不動産登記や会社等の商業登記に
関することについて、お気軽にお電話ください。

庄司 純史司法書士
事務所　熊野市井戸町８０２－１２
T E L　０５９７－８５－４５６８
自　宅　紀宝町井田上野２１４０
携　帯　０９０－３３８９－１３３０

広報きほう

大きさ １枠　縦 45㍉×横 86㍉

掲載料
  １枠につき月額で、
   町内事業者  　7,000 円
   町外事業者　10,000 円

　町では、「広報きほう」のこの
位置に有料広告を掲載していま
す。みなさんの会社やお店の宣伝
にご利用ください。詳しくは、役
場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。

広報きほうに広告を掲載しませんか

納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
、
年

金
を
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、
支

払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付

加
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

国
民
年
金
係（
☎
33
―
０
３
３
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
の
職

員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、
10
月
16

日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
役
場
２
階
小
会
議
室
で
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

以
下
１
，
０
０
０
円
（
当
日
１
，

５
０
０
円
）

【
入
場
券
】
10
月
１
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
、
ま
な
び
の
郷
で
発
売

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

発
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】　

東
紀
州
地
域
の
事
業
主
、

創
業
予
定
者
等

【
定
員
】　

10
社
程
度

【
参
加
費
】　

無
料

【
日
時
】　

①
10
月
24
日
㈭　
「
食

と
農
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
の
基
本
」、

②
11
月
21
日
㈭
「
お
い
し
く
て
安

全
で
安
心
な
商
品
開
発
の
実
践
手

法
」、
③
12
月
5
日
㈭
「
地
域
資

源
を
活
か
し
た
製
造
実
習
」

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
30
分
ま
で

※
可
能
な
限
り
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】　

井
田
公
民
館

【
申
込
締
切
】　

10
月
15
日
（
火
）

▼
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
（
☎

33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

規
模
な
調
査
で
す
。
漁
業
者
や
水

産
関
係
者
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願

い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
を
み
な
さ
ん
に
も
っ
と
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
10
月
21
日
㈪
か

ら
10
月
27
日
㈰
ま
で
の
1
週
間

を
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
と
し

て
、
全
国
的
な
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
宝
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、

久き
ゅ
う
は
ら原
章し

ょ
う
さ
く作
さ
ん
（
成
川
・
☎
22
―

６
６
０
５
）、龍り

ゅ
う
じ
ん神
弘ひ

ろ
し
げ重
さ
ん
（
鵜

殿
・
☎
32
―
１
２
３
６
）
で
す
。

　

な
お
、
10
月
23
日
㈬
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
紀
宝
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
鵜
殿
）
に
お
い
て
、

心
配
ご
と
相
談
所
に
併
せ
て
、
行

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
総
務
省
三
重
行
政

評
価
事
務
所
（
☎
０
５
９
―
２
２

７
―
６
６
６
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
文
化
公
演
「
落
語
『
二

人
会
』」
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
宝
く
じ
の

助
成
に
よ
り
、
特

別
料
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

11
月
27
日
㈬

午
後
７
時
か
ら（
開
場
６
時
30
分
）

【
場
所
】
ま
な
び
の
郷

【
内
容
】　

落
語

　
（
三さ

ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん
ら
く楽
、
春し

ゅ
ん
ぷ
う
て
い

風
亭
昇し

ょ
う
た太
）

【
入
場
料
】　

一
般
２
，
０
０
０
円

（
当
日
２
，
５
０
０
円
）、
高
校
生

宝
く
じ
文
化
公
演

落
語
「
二
人
会
」
を
開
催

　

健
康
不
安
や
経
済
的
不
安
に
付

け
込
ん
で
、
お
金
を
騙だ

ま

し
取
る
悪

質
商
法
が
後
を
絶
た
ず
、
紀
宝
町

内
に
お
い
て
も
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
町
は
、

悪
質
商
法
の
最
近
の
手
口
と
対
処

法
に
つ
い
て
学
ぶ
「
消
費
者
啓
発

講
演
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
自
分
自
身
や
身
近
な
人

が
、
悪
質
商
法
の
被
害
者
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　

10
月
16
日
㈬
、
午
後
２

時
か
ら
３
時
ま
で

【
場
所
】　

役
場
２
階
大
会
議
室

【
講
演
テ
ー
マ
】　

悪
質
商
法
の

手
口
と
予
防

【
講
師
】　

三
重
県
環
境
生
活
部

交
通
安
全
・
消
費
生
活
課 

岡お
か
だ田

慎し
ん
や也
相
談
員

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
―
０
１
７
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消

費

者

啓

発

講

演

会

を

開

催

   三遊亭円楽さん
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オ
カ
ン
の
日
焼
け
止
め

　

今
年
の
夏
は
、カ
ン
カ
ン
に
照
ら
す
太
陽
が
印
象
的
で
し
た
が
、

外
出
の
際
、
そ
ん
な
太
陽
か
ら
お
肌
を
守
る
「
日
焼
け
止
め
」
っ

て
欠
か
せ
ま
せ
ん
よ
ね
。
女
性
は
、「
黒
く
な
り
た
く
な
い
か
ら
」

と
か
、「
シ
ミ
に
な
る
か
ら
」
と
か
言
わ
れ
ま
す
が
、僕
の
場
合
は
、

日
焼
け
す
る
と
赤
く
な
っ
て
痛
い
し
、
皮
が
む
け
て
し
ま
う
し
、

疲
れ
具
合
が
増
す
か
ら
イ
ヤ
な
ん
で
す
。
な
の
で
、
外
に
長
時
間

い
る
時
は
必
ず
日
焼
け
止
め
を
塗
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
若
い

と
き
は
、逆
に
黒
く
な
る
日
焼
け
オ
イ
ル
を
塗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

35
歳
に
も
な
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
で
す
。
仕
事
で
、
駐
車
場
の
案
内
係
を
長
時
間

し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
も
使
っ
て

い
る
日
焼
け
止
め
が
切
れ
て
い
た
ん
で
す
。
な
の
で
、
臨
時
的
に

オ
カ
ン
の
日
焼
け
止
め
を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
ん
の
疑

い
も
な
く
借
り
て
、
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
駐
車
場
に
行
き
、
僕

は
ト
イ
レ
で
日
焼
け
止
め
を
塗
り
ま
し
た
。
顔
や
首
に
満
遍
な
く

塗
っ
て
、
鏡
を
見
た
と
た
ん
、
事
件
は
起
き
ま
し
た
。

　

な
ん
と
、
顔
が
真
っ
白
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
ま
る
で
舞
子
さ

ん
の
よ
う
…
。
慌
て
て
水
で
洗
い
ま
し
た

が
、
日
焼
け
止
め
っ
て
水
じ
ゃ
落
ち
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
何
度
洗
っ
て
も
な
か
な
か

落
ち
ず
、
仕
事
の
時
間
も
迫
っ
て
く
る
し
、

職
場
の
後
輩
も
い
る
し
…
。「
竹
鼻
さ
ん
、

ト
イ
レ
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
顔
が
真
っ
白
や
っ
て
ね
～
（
笑
）」

な
ん
て
、笑
い
話
に
さ
れ
る
こ
と
ま
で
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
局
そ
の
場
は
、
先
輩
の
威
厳
に
も
関
わ
る
の
で
、
タ
オ

ル
で
顔
を
こ
す
り
ま
く
り
、
う
っ
す
ら
白
い
状
態
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
オ
カ
ン
に
話
を
聞
く
と
、
オ
カ
ン
は
普
段
か
ら
、

あ
ま
り
日
焼
け
止
め
を
使
わ
な
い
の
だ
と
か
。
で
も
、オ
カ
ン
。

あ
の
日
焼
け
止
め
は
危
険
だ
と
思
う
よ
。
真
っ
白
だ
も
ん
。

　

み
な
さ
ん
も
、日
焼
け
止
め
に
は
、お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
ト
イ
レ
を
出
た
ら
舞
子
は
ん　

竹
鼻  

康
）

平
成

2
5

年
1

0
月

１
日

発
行

広
報

き
ほ

う
  1

0
 月

号
■

U
R

L http://w
w

w
.tow

n.kiho.lg.jp　
■

 印
刷

／
6,000

部
　

文
化

印
刷

有
限

会
社

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
 編

集
／

紀
宝

町
役

場
企

画
調

整
課

広
報

広
聴

係
　

　
 〒

519
−

5701　
三

重
県

南
牟

婁
郡

紀
宝

町
鵜

殿
324

番
地

　
  

　
 T

EL 0735-33-0334　
　

　
　

　
FA

X
 0735-32-1102

ひ
と
り
ご
と

カ
メ
ラ
ー
メ

ン

あなたの撮った　　　　　　が
広報きほうの表紙になります！

写メ
笑顔の写メール大募集！

　広報きほうでは、毎年ご好評いただいている「笑顔の写メール大募集」を今年も行い、
新年を飾る平成 26 年１月号の表紙を、みなさんの「笑顔」の写真で
いっぱいに埋め尽くしたいと思います。
　みなさんの一番身近にある携帯電話のカメラ機能を使って、笑顔の
写メールを《koho@town.kiho.lg.jp》までご応募ください。ご投稿
いただいた写メは、できる限り全員、広報きほう（１月号）に掲載い
たします。年齢制限はありません。みなさんの満面の笑みで、新年を
祝おうじゃありませんか。募集要項は次のとおりです。たくさんのご
応募お待ちしております。

作品例

今年１月号の表紙

募 集 要 項
●応募期間　
　11 月８日（金）まで
●応募条件　
　被写体の方が、紀宝町内に在住の方
●応募作品（テーマ）　
　笑 顔
●作品形式
・ＶＧＡ以上（できるだけきれいに）
・ファイルサイズ：特に制限はありませ
んが、メール添付で送れるサイズ以内
●応募方法
　撮影した携帯電話の写真をメールに添
付して、投稿者の住所、氏名、年齢、電話
番号、被写体の氏名と町や「広報きほう」
についてのひと言を
書いて、次の指定す
るメールアドレス宛
にお送りください。
koho@town.kiho.
lg.jp 

●入賞賞品
　ご応募いただいた中から、特に素敵
な笑顔の写真に関しては、特選・入選
を選考し、投稿者に紀宝町の特産品を
プレゼントします。
　◆特選：３名（特産品５千円分）
　◆入選：10 名（特産品１千円分）
●審査
　役場企画調整課の厳正なる審査のう
え、入賞作品を選考させていただいま
す。発表は、広報きほう１月号にて。
●注意点
①被写体の方のご了承を得たうえで、ご応

募ください。
②写真は、縦で撮ってください。
③１枚につき、被写体は１人でお願いします。
④作品例のように、アップで撮影してください。
⑤お一人様何点でもご応募いただけます

が、掲載については、被写体１人につき
１回限りとさせていただきます。

⑥画像加工（特殊効果や文字の挿入）した
作品は掲載できませんのでご遠慮くださ
い。

⑦掲載に不適切であると思われる写真に関
しては、掲載しない場合がありますので
ご了承ください。

⑧投稿者が大多数の場合、表紙ではなく、
他のページになる可能性があります。ご
了承ください。

⑨携帯電話をお持ちでない方は、作品例の
ように写真を撮り、そのプリントもしく
はデータを役場までご持参ください。

▶詳しくは、役場企画調整課広報係（☎
３３―０３３４）までお問い合わせく
ださい。
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